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改革改善
の考え方

①問題
点

地域の医師等の確保

②改革
提案

飯伊地区包括医療協議会を始めとして三師会、関係者等とともに医師等の確保に向けた取り組みや協議を継続的に
実施する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

飯伊地区包括医療協議会を中心に、救急医療体制の充実及び医師等の確保への取り組み並びに災害時の訓練を実施し
た。

総事業費①+② 8,361 29,513 29,078 8,645

正規職員所要時間

臨時職員所要時間

一般財源 5,708 19,248 20,018 5,820

人件費計（千円）② 0 0

起債

その他 1,593 8,965 7,977 1,625

県支出金 1,060 1,300 1,083 1,200

事業費計（千円）① 8,361 29,513 29,078 8,645 [26特定財源] （県）産科医等確保支援事業補
助金（1/3）1,060千円
(そ）諸収入1,593千円 （包括医療協議会町村
負担金）
[27特定財源] （県）産科医等確保支援事業補
助金（1/3）1,083千円
（そ）諸収入1,609千円 （包括医療協議会町村
負担金）6,368千円（飯田下伊那診療情報連携
ｼｽﾃﾑ構築事業負担金）
[28特定財源] （国）産科医等確保支援事業補
助金（1/3）1,200千円
（そ）諸収入1,625千円 （包括医療協議会町村
負担金）

国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

１　大規模災害を想定した全医療機関が参加する救急医療訓練の実施
２　健康手帳（乳幼児・幼保・就学前対象）の交付
３　医師及び医療従事者の確保対策事業
４　産科医等確保支援事業
５　飯田下伊那診療情報連携システム構築事業

１　実施回数

４　支援医療機関

１　　　　　１回

４　　１医療機関

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯伊医療圏における救急医療体制の調整役とし、包括的に医療事業を行う事の出来る飯伊地区包括医療協議会を設置して、医療体
制の充実を図っている。
地域中核病院として、自治体設置の病院の開設者で組織する団体（自治体病院開設者協議会）への活動補助を行い、飯伊の医療病
院として先進的によりよい医療の提供が出来るようにしている。

成果
指標

飯伊地区包括医療協議会「地域大規模災害医療救護計
画」の策定状況（策定済みの場合は１００％）

100 100 100 -

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

医療を包括して計画・立案し推進
する機関の数

1向上させたい上位施
策の成果指標

かかりつけ医を持つ市民の割合

飯田市及び下伊那郡の住民（人
口）

162723
意図（どういう状態
にするか）

医療に関わる各種事業の充実のため活動している飯伊
地区包括医療協議会と行政が一体となり、救急医療体制
などの充実を図る

目
的

対象（誰・何を） 飯伊地区包括医療協議会

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 32 医療の充実

基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

健康推進係H28担当課等名 保健課 H28係等名 健康推進係 H27係等名
S55 終了

13 14

事務事業名 保健衛生推進事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 3 施策№ 32 事業№


